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小 林 正 和

はじめに

今回の論文は、「平成20年度広域振興等地域活性化事業 小規模事業者支

援 (ビジョン策定)協議会」において、筆者が「合併ビジョン策定委員会」

委員長となって報告書の策定を行った経緯から、全国や広島県の商工会の合

併状況と駅家町・加茂町商工会の合併についてまとめたものである。

商工会を取り巻く環境は、国の三位一体改革による国庫補助金の廃止と県

への税源移譲や、県から市町への権限移譲などの地方分権社会に向けた大き

な変化が生じている。平成14年 に広島県が定めた広島県商工会等広域連携・

合併計画 (マスタープラン)により、商工会の広域連携・合併の方向が具体

的に示され、さらに、平成16年 2月 「経営指導員等の設置基準の見直し」が

策定されたことにより、経営指導員をはじめとする職員数の削減の方向が明

らかになった。そして現在広島県の多くの商工会が現在合併の最中であり、

駅家町と加茂町は平成21年 4月 に合併をすることとなった。

今回の駅家町商工会と加茂町商工会の合併ビジョン策定のケースをみるこ

とによって、商工会合併の意義と問題点、さらには他の地域の商工会合併と

の共通点が見つかるのではないかと考える。

第 1章 商工会の合併への取 り組み
1-1 商工会について

商工会は、昭和35年 (1960年 )に施行された「商工会法」に基づき設立

された特別認可法人である。商工会議所のない地域を埋める形で全国的に設
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立されたものであり、地域の商工業者の育成や地域活性化のための活動を行

っている。管轄官庁は経済産業省中小企業庁で、主として町村の区域である。

会員に占める小規模事業者の割合は約 9割になっている。

また同じ地域の経済団体である商工会議所は明治11年 (1878年 )に 自然

発生的に誕生した商工業者の集まり「商法会議所Jを昭和 2年 (1927年 )

に「商■1会議所法」で法的に位置づけられているものである。管轄官庁は経

済産業省経済産業政策局で原則として市の区域である。会員に占める小規模

事業者の割合は約 8割になっている。商工会と商工会議所の地区は重複しな

いことになっている。
1

1-2 全国の商工会合併の現状

全国の商工会や商工会議所の合併の状況は、平成15年度から多くなってき

たことが分かる。特に、平成18年度と平成19年度は119件 と123件で、ピー

クとなっている。年度期初の商工会数は、平成14年度の2,799か ら平成22年

度には1,781と約1,000も少なくなってきていることが分かる。

表 1 商工会数の年度別推移

H14年 度沖縄県座間味商工会新設

出典 :商工会広域連携・合併情報
http://portal.sh()kokal.orojp/1ink/kouiki/kouikl.htln

1「商工会と商工会議所の違い 1
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表 2 商工会数と合併件数
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出典 :商工会広域連携・合併情報
http://porta13ShOkOkai.orjp/1ink/kouiki/kolllki.htin

l-3 広島県の商工会合併の現状

広島県の商工会合併の動きは、平成14年 3月 の広島県商工会等広域連携・

合併計画 (マスタープラン)の発表によリスタートした。その後、平成14年

10月 に広島県商工会連合会は「商工会の広域連携・合併の基本的考え方」を

示し、平成16年 2月 には、基準となる小規模事業者が300人から450人に見

直された「経営指導員等の設置基準の見直し」 (広島県)が出された。これ

を受けて、動きは加速した。平成18年 4月 から平成20年 4月 現在までに合

併した商工会は15商工会である。

具体的には、平成18年 4月 は神石高原、佐伯、世羅町、沼隈内海の4地区、

平成19年 4月 は広島安佐、北広島町、安芸高田市、大崎上島町、福山あしな、
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三次広域、備北の 7地区、平成20年 4月 は呉広域、江田島市、三原臨空、尾

道しまなみの 4地区となっている。

今後、平成21年 4月 には駅家町・加茂町を含めて 6商工会の合併が予定さ

れており、平成22年 3月 末までには 1商工会、さらには日程未定だが 5商工

会の合併も予定されている。単独で残る商工会も 7商工会があるが、最終的

には平成 18年度に89あ った商工会は、35程度まで集約されることとなる。

表 3 広島県内の商工会合併及び合併後のビジョン策定状況について

L__

出典 :広島県商工会連合会
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第 2章 駅家町商工会と加茂町商工会の合併への具体的な取 り組み

2-1 合併へのスケジュール

(1)駅家町商工会と加茂町商工会の合併の流れ

昭和35年 (1960年 )に施行された「商工会法」により、駅家町商工会は

昭和36年 (1961年 )12月 14日 、加茂町商工会は昭和41年 (1966年 )3月

30日 に設置された。その後、昭和50年 (1975年 )2月 に駅家町と加茂町が

福山市に編入されたが、商工会法の改正と、近隣の商工会の合併により平成

21年 4月 に向けて合併を決めたものである。

まず、平成19年には合併に向けての合同正副会長議の開催や合併促進協議

会が立ち上げられ、4回の協議を重ねてきた。平成20年に入ると各総代会に

おいて合併協議会の設置が決議され、計 3回の開催、そして合併調印式が 9

月28日 に行われた。合併後の名称は、福山北商工会である。

駅家町と加茂町を併せると、南北に長く、面積は115。 78k�となり広島県の

中でも有数の大きさの商工会となる。

表4 駅家町 0加茂町商工会合併契約書締結までのスケジュールー覧表
年 月 内 容

平成14年 3月 広島県商工会等広域連携・合併計画 (マ スタープラン)の発表
平 成 4年 10月 広島県商工会は 「商工会の広域連携・合併の基本的考え方」を示す

平成 6年 2月 広島県から「経営指導員等の設置基準の見直し」が出され、基準となる小規模事業者が300人から450人に見直された

平 成 9年 1月 23日 駅家町 '加茂町商工会合同正副会長会議 (両商工会が合併することに合意する)
平 成 9舞3月 6日 駅家町・加茂町商工会含同正副会長会議 (両商工会が合併に関する基本方針の検討 )
平 成 9年 3月 23日 加茂町商工会役員会 (駅家町商工会 との合併について承認 )
平成 9年3月 26日 駅家町商工会役員会 (加茂町商工会 との合併について承認 )
平 成 9年5月 19日 加茂町商工会通常総代会 (駅家町商工会との合併協議の経過等について (報告))
平成 9奪巧月22日 駅家町商工会通常総代会 (加茂町商工会 との合併協議の経過等について (報告 ))
平 成 9年5月 31日 福山市長を両商工会正副会長訪間 (両商工会は合併を目指すことの報告並びに協力要請 )
平 成 9年 6月 19日 第 1回合併促進協議会 (合併基本事項、合併基本協定事項等 )
平 成 9年9月 11日 第2回合併促進協議会 (商工会の名称、委託団体、会費・手数料等 )
平 成 9年9月 25日 駅家町・加茂町商工会青年都合同役員会 (両商工会青年部概要把握、規約・規定比較等 )
平 成 9年9月 26日 R家町・加茂町商工会女性郡含同役員会 (新商工会女性部規定 (案)等 )
平 成 9年 10月 30日 駅家町・加茂町商工会青年都合同正副部長会議 (青年部規定 (案)等 )
平 成 9年 11月 26日 第3回合併促進協議会 (新商工会の名称、新商工会の将来計画の策定等 )
平成 20年 3月 25日 第 4回合併促進協議会 (新商工会の名称、再検討事項、継続審臓事項等 )
平成 20年 5月 17日 加茂町商工会総代会 (合併協議会設置について承認 )
平成 20年 5月 21日 駅家町商工会総代会 (合併協議会設置について承認 )
平成 20年 6月 12日 第 1回合併協臓会 (合併協臓会会長の選任、合併基本事項等 )
平成 20年 7月 7日 第2回合併協議会 (合併基本事項、合併調印式開催要領等 )
平成 20年 9月 8日 第 3回合併協議会 (合併基本事項、合併調印式開催要領等 )
平成20奪:9月 28日 RttR田 工会・加茂町商工会合併契約調印式

平成21年 4月 1日 冨山北商ェ会誕生

出典 :駅家町商工会 0カロ茂町商工会編 (2008年 9月 )「商工会合併契約調印式」資料
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(2)ビジョン策定へのワーキング (青年部、福大のSWO丁 分析等)

合併に向けてのビジョン等の策定をするために、駅家町と加茂町の各商工

会の経営指導員、青年部、さらには福山大学の学生によるワーキングを開催

した。経営指導員は、 6月 4日 と6月 24日 、青年部は 7月 9日 ,福山大学は

7月 9日 の合計 4日間行った。

このワーキングにより現状分析、問題点、課題の抽出から方向性・ビジョ

ンの策定、短期 。中長期の改善策をまとめることができた。この改善策には、

商工会経営指導員、青年部、そして大学生等の多くの人達が率直に意見を出

し合ったものであり、今後の新商工会を担っていく人達のよってまとめられ

たものであることは非常に意義深いものである。

2-2 駅家町商工会と加茂町商工会の現状

駅家町と加茂町の各商工会を、 (1)「商業・サービス」、 (2)「工業」、

(3)「農商工連携」、 (4)「観光・特産品」、 (5)「商工会」、 (6)「地

域特性、まちづくり、コミュニティ」の 6つ に分けて現状を分析してみた。

(1)商業・サービス

駅家地域の商業は、山陽道を中心とした万能倉商栄会及び駅家中央商栄会

が存在し、いずれも昭和40年代から50年代前半までは商店街としての機能

を発揮していたが、昭和50年代半ばより大型店の進出の時代が始まる。平成

に入ると大型店・スーパー・ホームセンター等が乱立し商店街の衰退が著し

くなった。加茂地域においても同様に近年大型店の影響で苦境に立たされて

いる。一方、近年大型店・スーパー等がひしめく国道486号線沿線には、町

外資本により飲食店・専門店の進出が続き、都市化が形成されている。既存

の個店としては商店数もピークよりは 3分の 1、 後継者のいない商店が大部

分の状態となっている。加茂町は高齢化がすでに始まり、数年後には高齢化
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率が30%近 くに達する。また福山北産業団地からのアクセス道路沿いや交通

の利便性による商業・サービス業の立地条件は良く、地域は今後発展してい

くものと考えられる。

(2)工業

工業部門では、駅家町・加茂町地域は、機械・自動車・各種部品加工・電子部

品関連等及びプラスチック成型加工・食品製造業等、様々な分野の製造業が

混在し、その形態も下請け一次・二次加工等下請け加工業が多く存在している。

特に、駅家町法成寺地区に福山北産業団地を整備し平成12年より分譲が開始

され、現在隣接地の加茂町吉和地区に第二期分の団地整備を計画している。

また繊維工業部門では、広島県東部・備後地域は、古くから繊維製品の産

地として形成され、織物業が営まれている。その後備後絣から縫製業へと発

展してきた。駅家町 。加茂町においては、加工形態の事業者が殆どであり、

メーカーの海外進出により生産機会の喪失、工賃の低下が影響し、売上受注

の大幅低下、事業所数もピーク時よりかなり減少している。

(3)農商工連携

駅家町・加茂町地域においては、しょうが (駅家町)、 ぶどう (駅家町)、

生しいたけ (駅家町)、 ブルーベリー (駅家町・加茂町)等が小規模ながら

地域資源の農産物と言われている。産地ブランド化が期待されるものとしては、

栗 (山野)、 アスパラガス (駅家町・加茂町)、 自然薯 (駅家町)、 肉用牛 (加

茂町)がある。

(4)観光・特産品

駅家町には、服部大池、蛇円山をはじめとする自然環境、伝統、歴史、文

化等、豊かな資源が存在する。また、この地区にはたくさんの弥生時代の古
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墳や史跡があり、最近では『古墳ロード』が整備され注目されている。また、

更には、服部川には 6月 上旬ホタルが乱舞し、服部学区全体でホタル祭りが

行われている。

加茂町の山野地区には猿鳴峡や龍頭の滝などの自然環境がそっくり残って

おり、観光開発の資源としては素晴らしいものがある。また山野キャンプ場

は夏場には満杯となるほどの賑わいであり、多くの観光客が訪れている。

(5)商工会

駅家町商工会・加茂町商工会は、地域総合経済団体として40年以上もの間、

地域商工業の活性化並びに地域振興の担い手として、地域発展に貢献してきた。

小規模事業者への金融・税務・労務・経営等の経営改善事業をはじめとして、

研修会・講習会・先進地視察の他、青年部活動・女性部活動等も積極的に実

施している。しかしながら、近年厳しい経営環境が続き、両商工会に取って

も会員数は低下、会員事業所では売上・利益が低迷している状況である。

(6)地域特性、まちづくり、コミュニティ

駅家町・加茂町地域では、国道486号線の全線開通によリスーパー・専門店 0

飲食店の出店が加速し次第に都市化が形成されて来ている。さらに両町に隣

接した御幸町では広大御幸農場跡地に「ふくやま産業交流館J、 「中国中央

病院」や「福山平成大学」等の公的機関が進出し、福山市北部の吸引力や利

便性の向上に貢献している。更に駅家町の福山北産業団地の整備拡充は、地

域経済の振興発展に寄与するものと思われる。

まちづくり、コミュニティについては、万能倉商栄会・駅家中央商栄会の

賑わいは年々寂しいものとなっている。しかしながら、駅家町ではサッサカ、

加茂町ではサマーフェステェバルが行われており、商工会はコミュニティ活

動の中心的役割を果たしている。



表 5 駅家町・加茂町商工会現状分析表
各部門別

現状・課題

______   強み            |______      弱み

Э商業・サービス ・田道486号、182号 線沿いの産業の活性化

・福山北産業団地 との連携

・小規模事業者の減少 事業継承者がいない

。日道486号線沿いに、大型店・スーパー・飲食店等進出が続く

Э工業 ・下請け体質から脱皮し、攻めの企業体質に転換

・北部産業団地の第二期拡張による企業誘致により、会員見
込み企業増大とそれに伴う地域の活性化

・事業主及び従業員の高齢化の進展

。長期にわたる不況により購買意欲の減退

Э農商工連携
・合併による商工会エリアの拡大により 農業と工業の連携
等による新事業創出機会の増大

・農商工の連携が取れていない

Э観光・特産品 ・服部大池、古墳、山野等の観光資源 ・観光資源の PRが 不十分 (地域外発信 )

D商工会 商工会機能

商工会人材

商工会資源

の増大
・地域密着型の指導・支援ができる人材

・経営革新の承認を受けている事業所が多い

商工会に対するニーズの変化

雑務が多 く経営相談事業がおろそかになる。

会員の減少による組織力の低下

D地域特性

まちづくり・コミュニシ

`少子高齢化による産業構造の交化による新たな事業の創性

・福山市のベッドタウン化傾向にある

・消費の町外流失が大きい

。少子高齢化による産業構造の変化による既存事業の衰退

商工会合併の意義と問題点について

出典 :駅家町商工会・加茂町商工会編 (2008年)「平成20年度広域振興等地域
活性化事業 小規模事業者支援 (ビジョン策定)協議会報告書」

2-3 合併後のビジョンと今後の取り組み内容について

(1)商業・サービス

「商業・サービス」部門では、①イベント開催による集客アップ、②飲食

店等各サービス業の商業施設の誘致、③高齢者並びに地域に密着したサービ

スの提供、④産学連携による新事業展開の4つのビジョン・方向性で行うこ

とが重要である。

特に、①と③については、他の商業施設、商業集積等と差別化を図るためや、

今後さらに発展するためには是非とも取り組まなければならないものである。

具体的な取り組み内容は、様々なイベントの開催を行い集客アップを図る

こと、高齢者をターゲットとした商店づくり等、道の駅等の商業施設の誘致

による地域の魅力づくり、大型店に出来ない地域に密着したサービスの提供、

高齢者にやさしい商店 。商店街づくり、福山大学・平成大学のとの交流及び

アイデア会議の開催、等である。

(2)工業

「工業」では、①福山北産業団地との有機的連携・交流、②産学連携によ
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る大学シーズの活用、③技術 。技能の伝承による地場産業育成、④外国人研

修生との国際交流の4つのビジョン・方向性で行うことが重要である。

特に、①と③については、今後福山北産業団地の 2期工事が始まることや、

繊維工業等の地場産業の育成、販路拡大を目指すためには是非とも取りくま

なければいけないものである。

具体的な取り組み内容は、オンリーワン並びにナンバーワン企業の育成、

経営革新の推進と新分野・ニュービジネス研究、消費者とのネットワーク構築、

外国人労働者等との国際交流、等である。

(3)農商工連携
「農商工連携」では、農商工連携による新事業創出のビジョン 0方向性で

行うことが重要である。

具体的な取り組み内容は、農業体験ツアー、稲刈リツアー等のイベント開催、

等である。

(4)観光 '特産品
「観光・特産品」では、①観光PRによる情報発信、②レジャー娯楽施設

の誘致、③特産品の開発・取組、④地域資源の活用による活性化の4つのビ

ジョン・方向性で行うことが重要である。

特に、駅家町にある古墳群、服部大池、蛇円山、そして加茂町にある山野

地区のキャンプ場、広瀬地区には豊富な地域資源、観光地が眠っている。現

在でもキャンプ地は夏場 l‐3流行っているが、他の地域資源は活用されていな

いのが現状である。「観光 PRによる情報発信」や 「特産品の開発・取組J

を是非とも行い、観光客の誘致に取りくまなければいけないと考える。

具体的な取り組み内容 }ま、観光情報の発信、駅家・加茂地域広域観光ルー

トの開発、特産品の開発・取組等、服部大池や蛇円山等の観光 PR、 3コ ー
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スの古墳ロー ドの周知活動の徹底、山野峡谷 。キャンプ場の整備、広瀬地区

の観光地化等、である。

(5)商工会

「商工会」では、①商工会力の向上を図る、②企業の元気力向上を図る、

③ 合併メリットの具現化、④ 青年部の活動の拡大の4つのビジョン・方向

性で行うことが重要である。

特に、①、②、④については、新たな指導・支援体制の確立、企画力・提

案力のある職員の育成対策、経営革新等による経営品質向上、会員サービス

の維持等により、今後是非とも取り組まなければならないものである。

具体的な取り組み内容は、新たな指導・支援体制の確立、経営革新等によ

る経営品質向上、事務の合理化による機能プリの充実、女性部員の増加、等で

ある。

(6)地域特性、まちづくり、コミュニティ
「地域特性、まちづくり、コミュニティ」では、①地域力の向上を図り、福

山市との連携強化 (協働のまちづくり貢献)、 ②コミュニティ。まちづくり、

③山野の廃校の有効利用の3つのビジョン・方向性で行うことが重要である。

特に、①と②については、産業ビジョンの策定、行政・農商工連携の強化、

安心して暮らせるインフラの整備、環境にやさヒ/い まちづくり等により、今

後是非とも取り組まなければならないものである。

具体的な取り組み内容は、産業振興ビジョンの策定、高齢化社会を見据え

た地域住民とのふれあいづくり、安心して暮らせるインフラの整備、山野廃

校跡地の効果的な再利用、等である。

(7)ビジョン体系図
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福山北商工会が目指す将来の方向性と広域連携と関係事業関連図を下図で

示してみる。

現状では、資源はまだ活用されていなく個々の資源で対応をしている段階

なので、今後は資源のネットワーク化を行い、活用する方向にすべきである。

図 1 福山北商工会が目指す将来の方向性
ネットワーク化
(連携強化)

ジヾシ ョンヘ進出

資源未活用 ―
― ―

資源活用

福山北商工会

出典 :駅家町商工会・加茂町商工会編

活性化事業 小規模事業者支援

※面積、人口とも福山市の中では大きい

商業、工業、観光面での資源が大きい

商業、工業の開発意欲が大きい

(2008年)「平成20年度広域振興等地域
(ビジョン策定)協議会報告書」

個別対応
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各部門別
方向性

ビジョン
内容

①商業・サービス ロイベント開催による集客アップ
ロ飲食店等各サービス業の商業施設の誘致

・高齢者並びに地域に密着したサービスの提供

・産学連携による新事業展開

様々 なイベントの開催を行い、集客アップを図る

飲食店街や宿泊施設、道の駅等の商業施設の誘致に

よる地域の魅力づくり

商店街等の統合による魅力づくり

福山大学・平成大学のとの交流及びアイデア会議の

開催

②工業 ・福山北産業団地との有機的連携.交流

・産学連携による大学シーズの活用

・技術・技能の伝承による地場産業育成

・外国人研修生との国際交流

オンリ…ワン並びにナンバ…ワン企業の育成

経営革新の推進と新分野・ニュービジネス研究

海外に負けない企業体の体質改善

外国人労働者等との国際交流

Э農商工連携 ・農商工連携による新事業創出 ・農業関係のイベント開催

Э観光1特産品 【全体】 ・観光PRによる情報発信
・レジャー娯楽施設の誘致

・特産品の開発・取組

【駅家町】口地域資源の活用による活性化

【加茂町1 ・地域資源の活用による活性化

駅家口加茂地域広域観光ルートの開発

遊園地などの娯楽施設を作り、娯楽の提供や集客ア

ップを図る

特産品の開発、取組

服部大池、蛇円山等の観光PR

山野峡谷ロキャンプ場の整備

Э商工会 ・商工会力の向上を図る

・企業の元気力向上を図る

・合併メリットの具現化

・青年部の活動の拡大

新たな指導・支援体制を確立する

経営革新等により経営品質向上

事務の合理化による機能力の充実

人員を増やし、事業の規模の拡大

⑥地域特性

まちづくり・コミュ

ニティ

口地域力の向上を図り、福山市との連携強化

(協働のまちづくり貢献)

・コミュニティ・まちづくり
口山野の廃校の有効利用

産業振興ビジョンの策定

高齢化社会を見据えた地域住民とのふれあいづくり

安心して暮らせるインフラの整備

山野の廃校跡地の効果的な再利用

商工会合併の意義と問題点について

表 6 駅家・加茂商工会のビジョン 0改善策表

出典 :駅家町商工会・加茂町商工会編 (2008年)「平成20年度広域振興等地域
活性化事業 小規模事業者支援 (ビジョン策定)協議会報告書」
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図2 福山北商工会 (駅家・加茂商工会)の広域連携と関係事業関連図

( 地颯資 源の活用 _

1寵
光
フフニくこ

国道 132号線

(量Ⅲ )
メr~    ~~― 、ヽ
中JI Ⅲ羊団地とJl｀、
有機的通機、交流  ′

P螺雌ヘ 国道486号 線

,」R福塩線

産学 官 通 捕

出典 :駅家町商工会・加茂町商工会編

活性化事業 小規模事業者支援

＼
＼

国道 132号線

芦 田川

(2008年)「平成20年度広域振興等地域
(ビジョン策定)協議会報告書」

-96-



商工会合併の意義と問題点について

おわ りに

駅家町商工会と加茂町商工会の合併を実際に「合併ビジョン策定委員会」

委員長という立場から見ることにより、合併するためには膨大なエネルギー

が必要であることが分かった。筆者は両商工会の現状分析や合併後のビジョ

ン策定等を担当したが、実際には定款変更、役員、会費の改定等多くの検討

しなければいけない課題があった。合併期日が決まっているため、それにあ

わせて準備をする必要があるのである。

まず、合併の意義と問題点であるが、全国的に商工会の合併が進む理由には、

商工会法の改正が契機としてあるが、実際には過疎化が進み、売上の伸び悩

みや廃業が相次ぐ小規模事業者に対応した商工会の生き残り策とも言えるの

ではないだろうか。つまり商工会の会員の減少に対応したことも理由の一つ

である。

今回の論文を書くに当たって、過疎の現実、後継者がいなくて廃業せざる

を得ない小規模事業者がいかに多いかという現実をまざまざと突きつけられ

たように思える。実際に今回の論文を書く時期に福山市新市町の商店街、神

石高原町の小畠地区の商店街を商工会連合会の依頼により店舗診断をしたが、

どちらも将来商店街として機能できなくなっていくという現実があった。

今回の商工会合併により全国の商工会数は約半分に減少し、広島県の商工

会数も約 4割に減少となる。それに併せて担当地域は以前のままで商工会の

指導員も減少するものと思われる。現状では合併を選択せぎるを得なかったが、

これにより以前のような地域に密着したきめ細かい指導が果たして可能かど

うか、今後の商工会の業務、あるいは商工会会員にとってはますます厳しい

ものになるのではないかと考える。このような問題は過疎の地に多くある商

工会の共通する点でもあると考える。
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Aboutthe rneaning and the problem ofthe
conllnerce and industry association

amalgamation

一The case of analganation of Ekiya― cho comerce and industry

association and Kamo― cho commerce and industry association一

Masakazu Kobayashi
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